
陸
運
元
会
社
に
よ
る
継
立
機
構
の
整
備

増

田

廣

實

は

じ

め

に

明
治
政
府
は
、
全
国
統

一
の
進
展
と
と
も
に
、
全
国
的
運
輸
機
構
の
確
立
を
意

図
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
政
府

は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
先
に
政

府
の
勧
奨
を
も

っ
て
創
業
さ
せ
た
各
駅
陸
運
会
社
に
か
え
、
旧
定
飛
脚
問
屋
仲
間

に
よ

っ
て
、
明
治
五
年
七
月
東
京
に
創
業
さ
れ
た
陸
運
元
会
社
に
多
大
の
保
護
と

特
権
を
与
え
、
全
国
的
運
輸
機
構
と
し
て
育
成
し
て
い
く
政
策
を
打
出
し
た
。

そ
の
最
大
の
保
護

の

一
つ
と
し
て
、
政
府
は
明
治
六
年
六
月
太
政
官
布
告
第
二

三
〇
号
を
も
っ
て
、
同
年
九
月

一
日
以
降
、
陸
運
元
会
社
に
入
社

・
合
併
す
る
か
、

規
則

・
資
本
等
会
社

の
内
容
が
妥
当
と
認
め
ら
れ
て
、
駅
逓
頭
の
免
許
を
与
え
ら

れ
た
者
以
外
、
私
に
輸
送
業
務
を
営
む

こ
と
を
禁
止
し
た
。
こ
の
強
力
な
保
護
を

与
え
ら
れ
た
陸
運
元
会
社
に
よ
る
、
全
国
的
運
輸
機
構
の
確
立
が
緒
に
つ
き
、
日

本
に
お
け
る
近
代
陸
運
の
開
幕
を
迎
え
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
太
政
官
布
告
第
二
一二
〇
号
の
発
布

の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
布
告
を
根
據
と
し
て
、
陸
運
元
会
社
内
部
の
諸
規
程
が
作
ら
れ
た

上
で
こ
れ
に
準
據
し
て
各
駅
陸
運
会
社
を
は
じ
め
と
す
る

「類
業
」
の
陸
運
元
会

社

へ
の
入
社

・
合
併
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
追
求
し
、
具
体
的
に

全
国
的
運
輸
機
構
が
作
り
あ
げ
ら
れ
て

い
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
す
な

わ
ち
こ
の
全
国
的
運
輸
機
構
が
具
体
的
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
単
に
各
駅
陸
運

会
社
等
が
入
社

・
合
併
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
が
人
馬
継
立
の
現
業
面
で
遅

滞
な
く
作
動
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
面
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

た
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
全
国
的
運
輸
機
構
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
明
治
政
府

の
意
図
を
は
た
す
た
め
、
陸
運
元
会
社
は
自
ら
の
継
立
機
構
を
ど
の
よ
う
に
整
備

し
て
い
っ
た
か
、
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
検
討
は
、

一
つ
は
陸
運
元
会
社
の
内
部
諸
規
程
を
通
し
て
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
そ
れ
ら
諸
規
程
に
準
據
し
て
の
組
織
化
進
展
の
様
子
を
、
山
梨
県
下
に

例
を
と

っ
て
み
て
い
き
た
い
。
具
体
的
な
組
織
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
山
梨
県
の

場
合
は
、
各
駅
陸
運
会
社
の
他
に
、
各
駅
陸
運
会
社
に
や
や
遅
れ
な
が
ら
も
、
甲

府
柳
町
陸
運
会
社
と
平
行
し
て
創
業
さ
れ
る
甲
斐
国
中
馬
会
社
が
あ
り
、
多
く
の

問
題
を
含
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
陸
運
会
社
と
中
馬
会
社
と
で
は
性
格
が
異
り
な

が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
陸
運
会
社
に
よ
る
継
立
機
構
の
整
備
の
た
め
に
は
、
入

社

.
合
併
す
る
こ
と
で
独
自

の
役
割
を
担

っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
様
子
も
検
討
し

た
い
。

}

陸
運
一兀
会
社
の
創
業
と
継
立
機
構
の
整
備

1

陸
運
元
会
社
の
創
業

三
都

の
旧
飛
脚
問
屋
に
よ

っ
て
明
治
五
年
六
月
東
京
に
設
立
を
み
る
陸
運
元
会

社
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
旧
幕
以
来
の
旧
飛
脚
問
屋
へ
の
特
権
廃
止
と
、
宿
駅
制

度
に
変
る
新
し
い
運
輸
行
政
確
立
の
渦
中
で
創
業
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
明
治
政
府
に

よ
る
諸
政
策
の
中
で
も
、
明
治
四
年
三
月
に
は
じ
ま

っ
た
東
海
道
筋
で
の
官
営
郵
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便
の
開
設
は
、
三
都
の
旧
飛
脚
問
屋
に
と

っ
て
最
も
中
心
的
な
業
務
で
あ

っ
た
信

書
の
逓
送
の
営
業
を
奪
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
旧
飛
脚
問
屋
は
、
自

ら
の
営
業
権
を
守
る
た
め
結
束
し
て
官
営
郵
便
開
設
に
激
し
く
抵
抗
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
官
営
郵
便
開
設
を
め
ぐ
る
政
府
と
旧
飛
脚
問
屋
と
の
争

い
は
、
駅
逓

頭
前
島
密
の
説
得
と
、
官
営
郵
便
業
務

の

一
部
を
旧
飛
脚
問
屋
に
委
託
す
る
な
ど

の
妥
協
的
政
策
に
よ
り
解
消
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ら
業
務
の
受
皿
と
し
て
の

会
社
設
立
が
、
旧
飛
脚
問
屋
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
か
く
て
、

五
年
六
月
陸
運
元
会
社
の
創
業
を
み
た
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
以
前
す
で
に
旧
幕
府
時
代
以
来
の
宿
駅
制
度
は
改
変
さ
れ
、
公

私
貨
客
相
対
継
立
の
た
め
の
各
駅
陸
運
会
社
の
創
業
を
み
て
い
た
。
例
え
ば
東
海

道
の
場
合
、
四
年
五
月
頃
よ
り
駅
逓
司
に
よ
る
会
社
創
業
の
説
論
が
行
わ
れ
は
じ

め
、
七
月
に
は
関
係
者
か
ら
設
立
願
書

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
四
年
　　
　

末
か
ら
五
年
初
頭
に
か
け
、東
海
道
各
駅
陸
運
会
社
の
創
業
を
み
た
の
で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
、東
海
道
で
は
、
五
年

一
月

一
〇
日
各
駅
伝
馬
所
お
よ
び
助
郷
制
度
が
廃

　　
　

さ
れ
、
東
亠皐
l
I
大
阪
間
の
各
駅
伝
馬
所
の
行

っ
て
い
た
継
立
業
務
の

一
切
は
各

駅
陸
運
会
社
に
委
託
さ
れ
た
。
そ
の
後

こ
の
措
置
は
さ
ら
に
全
国
に
お
よ
ぼ
さ
れ
、

七
月
二
〇
に
は

つ
い
に
全
国
諸
道
の
伝

馬
所
及
び
助
郷
を
八
月
末
日
か
ぎ
り
廃
止

　こ

す
る
旨
が
、
太
政
官
布
告
を
も

っ
て
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
間
的
経
緯
の
中
で
、
ま
ず
東
海
道
筋
に
各
駅
陸
運
会
社
が
創
業

さ
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
全
国
的
に
及

ぼ
さ
れ
る
の
と
平
行
し
て
陸
運
元
会
社
も
ま

た
創
業
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
各
駅
陸
運
会
社
と
陸
運
元
会
社
と
は
、
い
ず
れ
も
旧

宿
駅
制
度
に
変
る
新
し
い
継
立
機
関
と
し
て
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
違

い
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
各
駅
陸
運
会
社
と
陸
運
元
会
社

へ
の
政
府
駅
逓
寮
側

・の
対
応
は
、
決
定
的
な
差
異
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

「昨
年
来
開
業
候
各
駅
陸
運

会
社
之
儀

ハ
、
唯
旧
伝
馬
所
之
面
目

ヲ

一
変
致
シ
候
迄

ニ
テ
真
ノ
私
会
二
無
之
、　ざ

到
底
成
立
之
程
モ
無
覚
束
者
二
付
、
猶

一
改
正
之
法
モ
可
有
之
ト
夫
是
評
議
中
」

で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
陸
運
元
会
社
は
、
「規
則
ヲ
立
、
各
駅
陸
運
会
社
ト

其
規
則
ヲ
合
シ
、
且
会
計
ヲ
相
通
シ
、

一
道
逓
送
之
貨
物

ハ
無
宰
領
ニ
テ
継
通
可

相
成
方
法
等
ヲ
相
撰
ヒ
、
殊
二
其
規
則
ヲ
実
践
致
ス
ヘ
キ
タ
メ
、
夫
々
相
当
ノ
資

本
ヲ
取
結
ヒ
度
旨
数
拾
ノ
条
目
ヲ
以
テ
申
立
、
則
大
蔵
省

ノ
准
允

二
依
テ
陸
運
元

　ら
　

会
社
之
公
舗
ヲ
相
開
」
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
各
駅
陸
運
会
社
を
陸
運
元
会

社
と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「前
日
之
弊
染

ヲ
洗
除
シ
、
真
ノ
私
会
相
結
ヒ
、

　　
　

普
通
商
民
之
営
業
ト
同
成
候
様
」
に
と
強

い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
政
府
駅
逓
寮
側
が
、
各
駅
陸
運
会
社
の
創
業
を
全
国
に
及
ぼ
そ
う

と
し
て
い
た
五
年
七
月
の
段
階
で
、
早
く
も
各
駅
陸
運
会
社
の
在
り
方
に
見
切
り

を

つ
け
、
陸
運
元
会
社
を
軸
と
す
る
全
国
的
運
輸
機
構
再
編
に
強
い
期
待
を
寄
せ

て
い
た
こ
と
は
、

一
見
奇
妙
の
よ
う
に
感
ず
る
が
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

っ
た
。

そ
れ
は
、

一
つ
に
は
す
で
に
東
海
道
筋
で
各
駅
陸
運
会
社
の
創
業
が
行
わ
れ
、
そ

の
営
業
の
実
態
を
見
て
の
各
駅
陸
運
会
社

へ
の
評
価
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
陸

運
元
会
社
が
創
業
に
あ
た
り
、
当
初
か
ら
各
駅
陸
運
会
社
は
も
と
よ
り
河
岸
問
屋

な
ど
と
合
併
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
た
め
と
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
政
府
は
、

陸
運
元
会
社
を
保
護
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
社
を
軸
と
す
る
全
国
的
運
輸
機

構
再
編

の
方
針
を
意
図
す
る
こ
と
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
政
府

の
同
社

へ
の
保
護
育
成
は
、
他
面
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
官
営
郵
便
開
設
を
め
ぐ
る

旧
飛
脚
問
屋
と

の
緊
張
緩
和
の
た
め
の
、

一
連
の
業
務
委
託
と
各
種
特
権
の
付
与

に
端
を
発
し
、
官
営
郵
便
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
は
、
政
府
自
身
に
と

っ

て
も
必
要
な
政
策
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
陸
運
元
会
社
の
創
業
を
め
ぐ
り
、
政
府
駅
逓
寮
は
同
社
の

各
駅
陸
運
会
社
合
併
を
強
力
に
助
成
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
各
駅
陸
運
会
社

合
併
に
つ
い
て
は
、
陸
運
元
会
社
側
に
と

っ
て
も
そ
れ
な
り
の
必
要
性
が
あ

っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
理
由
を
あ
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
根
源
は
、
政
府
に
よ
る
維
新
以
来

の
陸
運
政
策
の
進
展
の
中
で
、
旧
幕
以
来
の

旧
飛
脚
問
屋
の
特
権
を
喪
失
し
た
た
め
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
三
都
定

飛
脚
に
限
り
東
海
道
往
還
と
も
元
賃
銭
の
十
倍
増
と
い
う
準
定
賃
銭
を
も
っ
て
、

　　
　

以
後
相
対
賃
銭
と
さ
れ
て
い
っ
た
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
相
対
賃
銭

に
よ
る
人
馬
調
達
は
、
そ
の
後
各
駅
陸
運
会
社
が
創
業
さ
れ
る
と

一
般
化
さ
れ
る
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こ
と
と
な
り
、
旧
飛
脚
問
屋
の
利
潤
を
圧
迫
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ

っ
た
。
ま
た

こ
れ
に
加
え
て
、
官
営
郵
便
の
開
始
は
、
旧
飛
脚
問
屋
の
営
業
に
大
き
い
比
重
を

占
め
て
い
た
書
状
逓
送
を
奪
う
結
果
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
運
送
取
扱
業

を
中
心
と
す
る
営
業
範
囲
の
縮
少
を
も
た
ら
す
結
果
と
な

っ
た
。
た
し
か
に
官
営

郵
便
に
関
連
す
る
業
務
は
駅
逓
寮
に
よ
り
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
は
な

っ
た
が
、
「そ

れ
は
輸
送
現
業
に
関
す
る
部
分
が
多
く
、
旧
飛
脚
問
屋
の
営
業
内
容
の
変
更
を
も

た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
旧
飛
脚
問
屋
が
連
合
し
て
設
立
し
よ
う
と
す
る
陸

運
元
会
社
は
、
輸
送
や
旅
行
に
必
要
な
現
業
者
で
あ
る
往
還
稼
人
を
掌
握
し
、
そ

の
斡
旋
を
行
う
継
立
業
者

各
駅
陸
運
会
社
と
の
合
併
を
必
要
と
し
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
陸
運
元
会
社
に
よ
る
自
社
の
継
立
機
構
整
備
を
行
う
た
め
に
継
立
業
者
を

通
し
て
輸
送
現
業
者
を
直
接
掌
握
す

る
方
法
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
継
立
業
者
を

自
社
組
織
内
に
組
込
む
こ
と
が
最
も
有
効
な
手
段
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
合
併

と
は
称
し
な
が
ら
も
、
単
な
る
業
務
提
携
で
は
な
く
、
会
社

・
取
扱
所

・
継
立
所

と
し
て
入
社
さ
せ
、
自
社
組
織
内
に
組
込
み
、
人
馬
供
給
契
約
を
結
び
、
そ
れ
ぞ

れ
に
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

陸
運
元
会
社
に
よ
る
運
輸
網
の
整
備
と
全
国
的
運
輸
機
構
再
編
は
、
従
来
旧
飛

脚
問
屋
出
張
店
を
元
会
社
の
出
張
店
に
す
る
と

い
う
、
最
も
手
近
か
の
所
か
ら
始

め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
順
調
に
進
み
、
同
社
創
業
間
も
な
い
五
年
七
月
現
在
、
横

浜

・
神
奈
川

・
上
州
高
崎

・
藤
岡

・
前
橋

・
桐
生

・
伊
勢
崎

・
信
州
上
田

・
甲
州

山
梨

・
越
後
三
条

・
新
潟

・
水
原

・
長
岡

・
岩
代
福
島

・
二
本
松

・
三
春

・
保

原

・
陸
前
仙
台

・
陸
中
盛
岡

・
羽
前
山
形

・
米
沢

・
松
前
箱
館
の
計
二
二
か
所
に

　　
　

達
し
た
。

他
方
各
駅
陸
運
会
社
と
の
場
合
は
容
易
に
入
社

・
合
併
は
進
ま
な
か
っ
た
。
最

初
か
ら
そ
の
工
作
を
進
め
た
東
海
道
筋
に
あ

っ
て
も
、
五
年
十

一
月
に
入

っ
て
岡

崎

・
池
鯉
鮒

・
藤
川

・
赤
坂

・
御
油

・
豊
橋

・
二
川
各
駅
陸
運
会
社
と
の
合
併
が

十
二
日
に
駅
逓
寮
に
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
二
十
五
日
に
は
亀
山

・
関

・
坂
下
各
駅

陸
運
会
社
と
の
合
併
も
報
告
さ
れ
た
が
、
地
域
的
に
も
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数

す
　

も
僅
か
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

政
府
駅
逓
寮
の
合
併
の
行
政
指
導
が
行
わ
れ
る
中
で
も
こ
の
よ
う
に
遅
々
た
る

進
行
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
各
駅
陸
運
会
社
側
に
と
っ
て

は
合
併

の
有
無
に
係
り
な
く
、
営
業
は
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
入
社

・
合
併
の

必
要
性
は
こ
れ
に
よ
り
自
己
の
継
立
機
構
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
陸
運
元
会
社
に

の
み
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
た
が
っ
て
入
社

・
合
併
の
進
行
し
な

い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、を
陸
運
元
会
社
を
保
護
育
成
し
、

こ
れ
を
軸
と
し
て
全
国
的
運
輸
機
構
再
編
を
意
図
す
る
政
府
に
と

っ
て
は
、
入

社

・
合
併

の
進
行
は
陸
運
元
会
社
と
共
に
大
い
に
気
懸
り
の
点
で
あ

っ
た
と
い
え

る
。
そ
こ
で
そ
の
推
進
の
た
め
の
強
力
な
法
令
公
布
に
踏
切
る
こ
と
と
な
る
。
そ

　　
　

れ
は
六
年
六
月
発
せ
ら
れ
た
太
政
官
布
告
第
二
三
〇
号
で
あ
り
、
陸
運
元
会
社
に

多
大
の
特
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

布
告

警

騎

仁
計
吉

従
来
飛
脚
ト
称
シ
物
質
輸
送

ヲ
業
ト
致
候
者
、

一
定
ノ
規
則
無
之
、
且
準
備
資

本

二
乏
ク
、
猥
リ
ニ
危
難
弁
償
等
ノ
ロ
請
合
ヲ
以
テ
通
貨
物
品
ヲ
引
受
、
運
送

致
居
候
処
、
往
々
不
当

ノ
運
賃

ヲ
貪
リ
或

ハ
渋
滞
紛
失
ノ
弊
ヲ
起
シ
候

二
付
、

本
年
九
月

一
日
ヲ
限
リ
私
二
物
貨
輸
送
ノ
業
ヲ
営
候
儀

一
切
令
禁
止
候
条
、
以

来
右
営
業
致
度
者

ハ
、
陸
運
元
会
社

へ
入
社
或

ハ
合
併
候
歟
、
又
ハ
其
規
則
資

本
等
詳
明
具
状
シ
、
管
轄
庁
ノ
調
査

ヲ
経
テ
駅
逓
頭
ノ
免
許
ヲ
可
受
事
。

こ
の
布
告
は
、
私
に
物
貨
運
送
の
営
業
を
禁
じ
、
営
業
を
希
望
す
る
者
は
、
陸

運
元
会
社
に
入
社

・
合
併
す
る
か
、
そ
の
資
本

・
規
則
等
詳
細
に
定
め
た
上
、
管

轄
庁
を
経
て
駅
逓
頭
の
免
許
を
受
け
る
よ
う
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

従
来
の
営
業
を
続
け
る
た
め
に
は
資
本

・
規
則
等
詳
細
に
定
め
、
駅
逓
頭
の
免
許

を
受
け
る
と
い
う
煩
瑣
な
手
続
き
を
求
め
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
を
避
け
た

い
と
す
る
な
ら
ば
、
陸
運
元
会
社
の
組
織
内
に
組
込
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
と

な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
布
告
の
効
果
は
覿
面
に
表
れ
、
各
駅
陸
運
会
社
等
陸
運
の
他
河
岸
問
屋
な
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ど
の
舟
運
関
係
者
は
、
次
々
に
陸
運

元
会
社
に
入
社

・
合
併
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
対
応
し
て
陸
運
元
会
社
も
会
社
規
則
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
営

業
規
則
類
を
整
備
充
実
さ
せ
、
そ
の
後
の
発
展
の
基
礎
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。
か

く
て
、
七
年
後
半
か
ら
翌
八
年
初
頭

に
か
け
陸
運
元
会
社

の
手
に
よ
る
全
国
的
運

輸
機
構
の
再
編
が
終
り
、
各
駅
陸
運
会
社
に
か
わ
る
継
立
機
構
が
で
き
あ
が

っ
た
。
」

こ
う
し
た
経
過
の
中
で
陸
運
元
会
社
は
八
年
二
月
社
名
を
内
国
通
運
と
変
更
し
、

各
駅
陸
運
会
社
は
同
年
五
月
末
を
限
り
解
散
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
、
内
務
省
布
達

　　
　

第
七
号
を
も
っ
て
同
年
四
月
三
〇
日
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。」

以
上
の
よ
う
に
明
治
六
年
六
月
、
太
政
官
布
告
第
二
三
〇
号
が
発
せ
ら
れ
た
後
、

陸
運
元
会
社
の
全
国
的
運
輸
機
構
が
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
か
、
具
体

的
に
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
考
察
を
通
し
て
陸
運
元
会
社
の
下
部
組
織
の
構
造
的

特
質
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

2

陸
運
元
会
社
の
継
立
機
構
の
整
備

明
治
五
年
六
月
、
陸
運
元
会
社
は
創
業
と
と
も
に
、
東
海
道
品
川
か
ら
伏
見
ま

で
の
各
駅
陸
運
会
社
及
び
元
定
飛
脚
仲
間
を
対
象
と
し
て
、
同
社
設
立
の
趣
旨
説

明
と
、
同
社
と
の
合
併
、
輸
送
契
約

の
締
結
に
よ
る
継
立
機
構
の
整
備
を
目
的
に
、

同
社
員
は
巡
回
説
得
に
努
め
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
駅
陸

お
　

運

会
社
自
体
が

「唯
伝
馬
所
ノ
面
目

ヲ

一
変
致
シ
候
迄
ニ
テ
真
ノ
私
会
に
無
之
」

と
言

っ
た
実
態
で
あ
り
、
旧
態
依
然
た
る
保
守
的
な
性
格
を
脱
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
勧
誘
は
容
易
で
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
前
節
で
述
べ
た
よ
う

に
同
年
十

一
月
末
の
段
階
で
岡
崎
な
ど
十
駅
の
合
併
を
み
る
程
度
で
あ

っ
た
。
そ

れ
が
、
翌
六
年
六
月
の
太
政
官
布
告
第
二
一二
〇
号
の
発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

状
況
は
、一
変
す
る
。
陸
運
元
会
社
側

の
対
応
も
、
同
社

へ
の

「入
社
或
は
合
併
」

を
前
提
と
し
た
積
極
的
入
社
勧
誘
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

太
政
官
布
告
第
二
三
〇
号
が
発
せ
ら
れ
た
の
に
対
応
し
て
ま
ず
同
社
内
で
は
、

入
社
勧
誘
に
あ
た
り
入
社
合
併
希
望
者

へ
の
対
策
が
入
社
議
定
の
形
で
協
議
決
定

　ヨ

さ
れ
た
。
入
社
議
定

本
年
弐
百
三
拾
号
ヲ
以
御
布
告
相
成
候
従
来
飛
脚
ト
称
シ
物
貨
輸
送
ヲ
以
業
ト

為

ス
者
、
九
月

一
日
限
リ
当
会
社
工
入
社
或

ハ
合
併
営
業
可
致
ト
ノ
御
趣
意

ニ

モ
有
之
、
就
テ
ハ
各
地
ヨ
リ
申
出
次
第
懇
切
之
協
議
可
致

ハ
勿
論
之
儀

二
候
処
、

商
業
ノ
厚
薄
モ
有
之

一
定
之
規
則
二
及
シ
兼
候

二
付
、
入
社
之
号
ヲ
五
等

二
分

課
シ
其
人
之
望

ニ
ヨ
リ
拡
ク
入
社
ヲ
招

ン
ト
ス
、
㌧故

二
入
社
之
差
等

ヲ
左

二
分

別
シ
テ
議
定
セ
リ
。
,
、

(中
略
)

右
条
件
社
中
会
議
ノ
上
決
定
候
条
、
当
社

工
入
社
ノ
向
ハ
其
条
目
ノ
趣
意
ヲ
熟

知
ノ
上
入
社
為
致
ベ
キ
事
。

明
治
六
年
八
月

陸
運
元
会
社

こ
の
議
定
書
に
よ

っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
明
治
六
年
九
月

一
日
よ
り
、
'太
政
官

布
告
第
二
一二
〇
号
発
効
を
目
前
に
し
て
、
同
年
八
月
陸
運
元
会
社
内
部
で
入
社

・

合
併
希
望
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
議
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
第
二
三

〇
号
で
い
う
九
丹

一
日
以
降
物
貨
輸
送
の
営
業
の
た
め
に
は
、
同
社
に
入
社

・
合

併
す
る
以
外
な
い
と
い
う
前
提
に
た

っ
て
、
そ
の
条
件
整
備
を
行

っ
て
い
る
。
し

た
が

っ
て
、
入
社

・
合
併
す
る
側
の
希
望
に
あ
わ
せ
、
五
等
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
異

な
　

な
る
入
社
規
則
を
定
め
、
入
社

・
合
併
す
る
側
に
条
件
を
選
択
さ
せ
る
方
策
を
た

て
た
。
そ
の
各
等

の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。

一
等
入
社
は
、
い
わ
ゆ
る
株
主
で
あ
り
、

一
株
二
百
円
を
幾
株
持

っ
て
も
よ
く
、

役
員
就
任

の
機
会
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
二
等
入
社
は

一
等
と
同
じ
く
株
主
で
は

あ
る
が
、
元
会
社
出
張
所
の
な
い
土
地
で
の
営
業
は
入
社
合
併
し
た
も
0
の
自
由

と
し
、
規
則
方
法
等
は
元
会
社
と
同
様
と
す
る
。
そ
の
場
合
の
輸
送
に
係
わ
る
所

得

の
う
ち
、
そ
の
土
地
か
ら
発
送
す
る
荷
物
に
関
し
て
は
、
そ
の
者
の
所
得
と
し
、

元
会
社
よ
り
そ
の
土
地

へ
送
ら
れ
る
荷
物
に
関
し
て
は
、
三
等
入
社
の
場
合
と
阿

様
と
す
る
か
、
元
会
社
に
委
任
す
る
か
は
、
本
人
の
希
望
に
よ

っ
て
元
会
社
と
の
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間
で
取
決
め
る
。
す
な
は
ち

一
・
二
等
の
い
ず
れ
も
株
主
で
あ
る
が
、
そ
の
土
地

に
元
会
社
出
張
所
の
有
無
に
よ
つ
て
自
営
を
行
う
か
否
か
の
別
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
三
等
入
社
と
は
、
商
業
の
多
寡
に
よ
り
百
円
以
上
の
身
元
證
據

金
を
元
会
社
に
預
け
、,
入
社
合
併
す

る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
身
元
證
據
金
の
年
利

は
三

一
軋
二
五
%
で
毎
年
十
二
月
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の

場
合
業
法
は
元
会
社
と
同
じ
で
あ

っ
て
も
資
本
を
異
に
し
た
別
経
営
で
あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
入
社
合
併
し
、
陸
運
元
会
社
の
名
称
を
も

っ
て
輸
送
に
従
事
し
て
い

て
も
、
駅
々
伝
送
運
賃
支
払

い
は
入
社
合
併
し
た
者
の
直
払
い
で
あ

っ
た
。
ま
た

そ
の
土
地
か
ら
の
荷
物
輸
送
は
入
社
合
併
し
た
者
の
勝
手
で
あ

っ
た
が
、
三
府

・

元
会
社
出
張
所
の
あ
る
土
地
へ
の
荷
物
輸
送
は
そ
の
者
と
元
会
社

・
出
張
所
両
者

の
合
議
事
項
と
す
る
。
三
府

・
元
会
社
出
張
所
の
あ
る
土
地
で
の
差
立

・
配
達
は

元
会
社

・
出
張
所
の
責
任
で
行
い
、
入
社
合
併
し
た
者
か
ら
輸
送
さ
れ
た
荷
物
運

賃
は
、
貸
懸

・
滞
な
ど
の
理
由
に
よ
ら
ず
、
次
の
割
合
で
立
替
渡
と
す
る
。
そ
の

割
合
は
、
定
賃
銭
の
う
ち
元
会
社
か
ら
与
え
ら
れ
る
手
数
料
を
差
引

い
た
残
り
分

と
し
、
通
貨
は
手
数
料
二
〇
%

・
立
替
渡
八
○
%
、
物
貨
は
半
荷
物
手
数
料

一

〇
%

・
立
替
渡
九
〇
%

・
造
り
立
荷
物

一
駄
手
数
料
五
%

・
立
替
渡
九
五
%
と
す

る
。
但
し
止
宿
料

・
荷
造
入
用
は
別
途
と
す
る
。
ま
た
危
難
弁
償
は
入
社
合
併
し

た
者
本
人
負
担
と
し
、
弁
償
額
が
身
元
證
據
金
百
円
を
超
え
た
時
も
本
人
負
担
と

す
る
故
、
弁
償
不
能
の
折
の
引
受
證
人
を
立
て
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
定
め
ら
れ

た
。
二
等

の
場
合
も
営
業
に
関
し
て
は
こ
れ
ら
条
件
は
同
様
で
あ

っ
允
。

四
等
入
社
と
は
、
駅
々
に
設
け
る
取
扱
所
の
類
で
あ
り
、
そ
の
地
商
業
相
当
の

身
元
證
據
金
を
出
し
、
身
元
引
請
人
を
立
て
入
社
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
者
で
、

元
会
社
規
則
に
反
し
、
不
正
の
行
為
が
あ
り
会
社
の
手
に
負
え
ぬ
場
合
は
、
駅
逓

寮

・
地
方
庁
の
公
裁
を
乞
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
元
会
社
は
四
等
入
社
の
者

に
は
取
扱
規
則
通
り
の
受
継
手
数
料
を
支
払
い
、
駅
々
陸
運
会
社
に
お
い
て
継
立

不
都
合
の
あ
る
場
合
、
四
等
入
社
の
者
に
荷
物
伝
送
を
委
託
す
る
と
し
て
い
る
。

五
等
入
社
と
は
三
等
入
社
と
同
様
で
あ
る
が
、
五
等
入
社
は
身
元
證
據
金
を
元

会
社
に
差
出
さ
な
い
者
で
あ
り
、
そ
の
身
元
證
據
金
に
か
え
東
京
府
下
に
身
元
引

受
證
人
を
立
て
さ
せ
る
。
し
か
し
身
元
證
據
金
が
な
い
た
め
危
難
弁
償
備
金
積
立

一
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
割
合
は
通
貨
は
定
賃
銭
の
一
〇
%
、
半
荷
物
は
同

じ
く
五
%
、
造
立

一
駄
荷
物
は
同
じ
く
二

・
五
%
と
す
る
。,
も
ち
ろ
ん
弁
償
金
が

積
立
金
を
超
え
弁
償
不
能
の
場
合
は
、
身
元
引
受
人
が
そ
の
弁
償
に
あ
た
る
と
す

る
。
但
し
、
積
立
金
が
十
円
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
利
子
を
加
え
、
本

人
に
還
元
す
る
方
策
を
考
え
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

一
等
か
ら
五
等
ま
で
の
入
社
の
う
ち
、

一
等
入
社
以
外
は
、
陸
運
元
会

社
の
名
称
を
認
め
る
が
、
営
業
面
で
の
責
任
は
各
入
社
合
併
し
た
者
に
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
損
失
等
の
保
障
は
陸
運
元
会
社
に
な
い
こ
と
を
明
白
に
し

て
以
上
の
議
定
の
結
論
と
し
て
い
る
。

こ
の

『入
社
議
定
』
は
未
整
理
の
部
分
も
あ
り
、
理
解

の
困
難
の
部
分
も
あ
る

が
、
こ
の
入
社
に
対
応
し
て
の
社
内
の
議
定
は
、
そ
の
後

の
同
社
経
営
の
根
幹
と

な

っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば

一
等
か
ら
五
等
ま
で
の
入
社
区
分
は
、
そ
の

後
こ
う
し
た
名
称
で
は
用
い
ら
れ
は
し
な
か

っ
た
が
、
内
容
的
に
は

一
・
二
等
入

社
は
株
主
で
あ
り
、
三
～
五
等
入
社
は
身
元
證
據
金

の
高
や
有
無
に
よ

っ
て
区
分

さ
れ
て
お
り
、
六
年
十
月
に
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

「事
業
区
分
規
則
」
で

は

一
等
入
社
は
本
社

・
出
張
所
、
二
等
入
社
は
分
社
《
三
等
入
社
以
下
は
取
扱
所

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
議
定
書
の
作
ら
れ
た
翌
九
月
に
は
、
急
拠
入
社
規
則
が
起
草
さ
れ
駅
逓
寮

の
許
可
を
得
た
と
い
わ
れ
る
が
、
今
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
入
社
規
則
と
そ
れ
ほ
ど
時
期
的
に
も
隔
た
な
い
同
じ
九
月
、
「当
会
社

エ
入

社
聯
合
附
属
申
込
候

ハ
差
伺
其
意
ヲ
以
取
計
可
申
候
事
」
と
定
め
た

「
陸
運
元
会

お
　

社
入
社
心
得
略
」
に
よ
れ
ば
、
議
定
書

の
内
容
は
ほ
ぼ
盛
込
ま
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
入
社
規
則
書
も
ほ
ぼ
こ
の
入
社
心
得
や
そ
の
前
に
作
ら
れ
た
議
定
書
と

内
容
的
に
は
大
差
な
か

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
先
に
も
ふ
れ
た
よ

う
に
等
級
に
よ
る
入
社
区
分
は
形
を
変
え
、
ま
た
身
元
證
據
金
も
金
額
に
格
差
を

設
け
る
こ
と
は
止
め
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
陸
運
元
会
社
に
入
社
合
併
し
た
者
た
ち
が
、
陸
運
元
会
社
組

織
に
組
込
ま
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
負

っ
た
か
、
同
年
十
月
定
め
ら
れ
た

「事

　　

業
区
分
規
則
」
に
よ

っ
て
見
る
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
は
ち
出
張
所

・
分

社

・
取
扱
所

・
仕
役
人
と
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
出
張
所
と
は
、
元
会
社
が
そ
の
土
地
の

「繁
富
商
工
物
産
ノ
模
様
」

に
よ

っ
て
店
舗
設
置
を
決
定
し
、
「能

ク
本
業

二
熟
達
シ
廉
直

ニ
シ
テ
算
勘
ア
ル

人

ヲ
撰
」
び
、
経
営
を

一
任
し
た
元
会
社
直
営
店
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
分
社

は
、
そ
の
土
地
の
状
況
を
考
慮
し
て
設
置
さ
れ
る
元
会
社
の
代
理
店
で
あ
り
、
そ

の
経
営
は
そ
の
土
地
に
居
往
す
る
元
会
社
株
主
が
担
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
分
社
経
営
は
①
元
会
社
が
行
う

「
連
月
期
日
ヲ
定
幾
回
ノ
往
復
便
」
で
あ
る
定

期
便
の
通
運
業
務
と
、
②
元
社
の

「
定
期
運
送
無
之
枝
道
及
近
傍
市
在

へ
臨
時
運

送
」
す
る
自
身
の
通
運
業
務
と
か
ら
な
っ
て
い
た
。
こ
の
二
分
さ
れ
る
業
務
か
ら

の
収
入
と
責
任
は
、
①
に
つ
い
て
は
分
社
は

一
定
額
の
取
扱
手
数
料
を
と
る
の
み

で
あ

っ
て
、
運
賃
は
す
べ
て
元
会
社
の
収
入
と
な
り
、
責
任
は
元
会
社
が
負

っ
た

が
、
②
の
場
合
は
運
賃
は
も
と
よ
り
勘
定
の
す
べ
て
は
分
社
に
帰
し
、
責
任
も
分

社
が
負
う
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
②
の
場
合
の
危
難
弁
償
に
つ

い
て
は
、
そ
の
責
任
を
負
う
必
要
の
な
い
物
貨
運
送
が
主
と
な
る
が
、
危
難
弁
償

の
請
合
の
必
要
の
あ
る
場
合
は
、
準
備
金
積
立
を
行
い
、
元
会
社
の
請
合
承
認
を

う
け
、
同
社
の
物
貨
取
扱
規
則
に
し
た
が
っ
た
時
は
元
会
社
が
責
任
を
負
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
な
お
分
社
経
営
に
あ

た
る
株
主
の
持
株
数
の
多
寡
は
、
元
会
社
会

議
で
決
定
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

ま
た
取
扱
所
は
、
元
会
社
と
分
社

に
寄
託
運
送
す
る
物
貨
を
荷
主
か
ら
預
り
、

元
会
社
の
定
期
便
や
分
社
臨
時
便
物
貨
と
し
て
運
送
ル
ー
ト
に
の
せ
、
元
会
社

・

分
社
か
ら
そ
の
地
に
運
送
さ
れ
て
来

た
物
貨
を
、
地
元
や
近
傍
に
配
達
す
る
文
字

通
り
取
扱
所
で
あ
り
、
同
時
に
継
立

に
必
要
な
人
馬
等
の
供
給
者
で
も
あ

っ
た
。

こ
の
取
扱
所
の
場
合
、
元
会
社

・
分
社

へ
の
物
貨
取
次
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
同

社
の
通
運
業
務
に
直
接
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
ら
、
株
主
で
あ
る
必

要
は
な
く
、
「其
ノ
地
ノ
住
人

ニ
シ

テ
身
元
ア
ル
者
」
で
あ
れ
ば
よ
か

っ
た
。
し

か
し
、
取
扱
所
は
元
会
社

・
分
社
が
危
難
弁
償
を
請
合

っ
た
物
貨

の
配
達
も
行
う

た
め
、
身
元
引
請
證
人
を
た
て
、
身
元
證
據
金
證
據
書
を
元
会
社
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
元
会
社
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
身
元
證
據
金
を
證
書
の
外
に

提
出
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
、る
。
こ
の
證
據
金

へ
は
元
会
社
か
ら
年
利
六
%
の
利

足
が
支
払
わ
れ
た
が
、
取
扱
所
は
こ
れ
ら
證
書

・
證
據
金

の
提
出
に
よ
っ
て
元
会

社
、
分
社
か
ら
の
物
貨
に
つ
い
て
の
元
会
社

へ
の
責
任
を
負

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

取
扱
所
か
ら
元
会
社
、
分
社

へ
物
貨
を
引
受
し
た
以
後
は
證
書
等
が
提
出
さ
れ
て

い
る
以
上
、
す
べ
て
元
会
社

・
分
社
が
全
責
任
を
負
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

っ

た
。
な
お
身
元
證
據
の
た
め
の
引
当
額
は
、
元
会
社
会
議
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
と

な

っ
て
い
た
。
こ
の
取
扱
所
の
営
業
に

つ
い
て
は
、
元
会
社
か
ら
は
取
扱
手
数

料

・
配
達
賃

・
継
立
人
馬
賃
銭
等
が
支
払
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

「事

業
区
分
規
則
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
分
社
と
同
様
に
取
扱
所
が
独
自
に

営
む
継
立
業
な
ど
の
営
業
に
関
し
て
は
、
同
規
則
に
別
段
記
さ
れ
て
い
な

い
。

最
後
に
仕
役
人
に

つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
る
。
仕
役
人
は
い
わ
ゆ
る
宰
領

・
飛
脚

で
あ
り
、
元
会
社

・
分
社
の
も
と
に
あ

っ
て
二
十
五
円
以
上

の
身
元
金
を
も

っ
て

責
任
を
負
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
危
難
弁
償
請
合
い
の
場
合
は
、
弁
償
準
備
金
を
元

会
社
に
預
け
、
そ
れ
を
超
え
な
い
範
囲
で
輸
送
に
あ
た
り
、,
そ
の
責
任
は
元
会
社

が
負
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
上
、
明
治
六
年
六
月
太
政
官
布
告
第
二
三
〇
号
が
発
せ
ち
れ
た
後
、
・陸
運
元

会
社
は
従
来
か
ら
進
め
て
来
た
同
社

へ
の
入
社
勧
誘
を

一
層
積
極
的
に
進
め
、
全

国
的
運
輸
機
構
を
確
立
す
る
た
め
対
応
し
て
来
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
こ

で
は
、
同
年
八
月
社
内
で
の
入
社
議
定
を
は
じ
め
、
入
社
規
則
あ
る
い
は

「事
業

区
分
規
則
」
等
に
よ

っ
て
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
入
社
議
定
は
そ

の
後
作
ら
れ
た
諸
規
則
に
盛
込
ま
れ
、
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
よ
り

一
層
完
全

な
も
の
に
な
る
の
に
は
な
お
時
間
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
は
、
明
治
八
年
二
月
陸

.
運
元
会
社
が
内
国
通
運
会
社
と
社
名
変
更
を
行
い
、
九
年
四
月
以
降
定
款
を
は
じ

め
と
す
る
諸
規
則
の
整
備
改
訂
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
と
も
あ
れ
こ
の

元
会
社
か
ら
内
国
通
運
会
社

へ
の
過
渡
期
に
つ
い
て
組
織
化
の
具
体
像
を
次
に
み
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陸運元会社による継立機構の整備

る

こ
と

に
し

た

い
。

註
(
1
)
明
治

四
年
十

一
月

五
日
大
蔵

省
布
告
第
九

十

一
号

「
東
海
道

駅
々
陸
運
会
社

開
業

ヲ
許

ス
」
λ
「
法
令
全
書
」

明
治

四
年
)
。

(
2
)
明
治

五
年
正

月
十
八
日
太
政
官
布

告
第
十
号

「東

海
道
伝
馬
所

ヲ
廃

シ
諸
官
員

通

行
休
泊
等
相
対

ヲ
以
テ
処
弁

セ
シ
ム
」

(右
同
明
治
五
年
)
。

(
3
)
明
治

五
年
七
月

二
十
日
太
政
官
布

告
第

二
百

四
号

「
諸
道
伝
馬
所
并

助
郷

ヲ
廃

ス

ル
ヲ
以
テ
人
馬
相
対
継
立
所

ヲ
設
置

セ
シ
ム
」

(右
同
明
治
五
年
y
。

(4
)
「
駅
逓
明
鑑
」

巻
十
第
九
篇
運
輸
会
社

ノ
部

ノ
三

四

一
頁
～
四
二
頁
。

(5
)
右
同
。

(6
)
右
同
。

(
7
)

「駅
逓
志

稿
抄
録
」

明
治

二
年

四
月

(日
欠
)

(「法

規
分
類
大
全
」

運
輸
門
駅
逓

三

一
八
頁
)
。

(8
)
「
駅
逓

明
鑑
」
巻
十
第

九
篇
運
輸

会
社

ノ
部

ノ
三

四
五
頁
。
地
名

中
山
梨
は
甲

府
。

-

(9
)
右
同
四
七
頁
～
四
入
頁
。
,

(10
)
明
治

六
年
六
月

二
十
七
日
太
政
官
布

告
第

二
百

三
十
号

「
私

二
物
貨

運
送

ノ
営
業

ヲ
禁
止

ス
」

(「法
令
全
書
」
明
治
六
年
)
。

(11
)
明
治

八
年
四
月

三
十
日
内
務
省
布
達

甲
第
七
号

「陸
運

会
社

ヲ
解
散

セ
シ

メ
人
馬

継

立
営
業

願

二
関
ス
ル
業
務

ヲ
地
方
庁
-二
委
任

ス
」

(右
同
明
治

八
年
)
。

(12
)
(4
)
に
同
じ
。

(13
)
山
梨

県
立
図
書

館
所
蔵

甲
州
文

庫

甲
〇
九

六

・
入
-

八

二

「
陸
運

元
会
社

入
社
議
定
」
。

(14
)

「
駅
逓
志

稿
抄
録
」
明

治
六
年

八
月

(日
欠
)

(「
法
規

分
類
大
全
」
運
輸

門
駅
逓

三
五

一
頁
)
。
こ
こ
に
示
す
内
容
は
註

(
13
)
に
同
じ
で
あ
る
。

(15
)
山
梨
県
立

図
書
館
所
蔵

甲
州
文
庫

甲
〇
九
六

・
八
ー

三
五
九
。

(16
)
日
通
資
料
室
所
蔵
。

二

山
梨
県
下
継
立
機
構
の
整
備

1

各
駅
陸
運
会
社
と
中
馬
会
社
の
入
社

・
合
併

山
梨
県
下
で
は
、
明
治
七
年
十
月
十
八
日
次
の
よ
う
な
達
し
が
発
せ
ら
れ
、
陸

　　
　

運
元
会
社
と
各
駅
陸
運
会
社
と
の
入
社

・
合
併
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

駅
々
断
翠

漲

今
般
陸
運
元
会
社
総
代
ノ
者
類
業
連
合
協
議
ノ
為
メ
管
下

へ
派
出
候
二
付
各
駅

二
於
テ
主
旨
篤
ト
承
リ
合
不
都
合
無
之
様
協
議
可
致
尤
協
議
行
届
次
第
従
前

ノ

陸
運
会
社

ハ
解
散
ノ
筈

二
候
条
此
旨
可
相
心
得
事

明
治
七
年
十
月
十
八
日

山
梨
県
権
令

藤

村

紫

朗

こ
の
達
し
は
、
協
議
成
立
次
第
各
駅
陸
運
会
社
解
散
を
前
提
に
、
陸
運
元
会
社

と
の
入
社

・
合
併
の
た
め
の
協
議
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
翌
八
年
四
月
三
〇

日
内
務
省
布
達
甲
第
七
号
に
よ
る
五
月
末
日
限
り
で
の
各
駅
陸
運
会
社
解
散
を
、

半
年
以
上
も
以
前
に
先
取
り
し
て
の
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
陸
運
元

会
社
総
代
宮
下
直
右
衛
門
の
山
梨
県
下
で
の
各
駅
陸
運
会
社
と
の
合
併
交
渉
が
開

始
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
陸
運
元
会
社
と
約
定

の
で
き
た
四

二
駅
に
つ
い
て
同
年
十
二
月
五
日
山
梨
県
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
甌
二
駅
の
内

訳
け
は
、
甲
州
道
中

一
八
駅

・
駿
州
東
往
還
五
駅

・
駿
州
往
還
入
駅
、
駿
州
往
還

中
道
通
り
四
駅

・
信
州
佐
久
往
還
三
駅

・
そ
の
他
四
駅
で
あ
る
。
こ
れ
ら
各
駅
と

　　
　

の
約
定
書
の
内
容
は
次
の
雛
型
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
。

約
定
書
ノ
事

一
陸
運
元
会
社
通
運
会
社
ト
改
称
シ
微
国
内
ノ
通
運
ヲ
開
兼
テ
各
道
公
私
ノ
旅
客

物
品
ヲ
モ
継
立
致
シ
候
儀
ヲ
官
ノ
御
准
允
ヲ
蒙
リ
当
地
二
於
テ
ハ
下
二
記
ス
姓

名
ノ
者
之
人
馬
(之
)
数
ヲ
定
約
致
シ
且
左
ノ
賃
銭
ヲ
受
取
継
立
申
合
規
則

二
照

準
シ
其
開
業
ノ
日
ヨ
リ
継
立
方
引
受
常
々
無
差
支
継
立
方
可
取
扱
事

一
馬

(何
疋
)

一
人
足

(何
人
)

一
馬
壱
疋
賃
銭

壱
里
二
付
何
程

一
人
足
壱
人
賃
銭

壱
里
二
付
何
程

右

ハ
通
常
ノ
賃
銭
二
候
得
共
午
後

二
至
リ
四
里
以
上
継
通
二
致
シ
人
馬
共
先
方

へ
泊
リ
(
二
)
相
成
候
節

ハ
ニ
割
ヨ
リ
ニ
割
五
分
迄
増
銭
申
受
候
事
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別表1山 梨県下駅村と元会社・中馬会社関係一覧表

陸運元会社(内 国通運会社) 甲斐 国 中馬 会社
黼名 駅 名

分 社 取 扱 所 継 立 所 供給人馬 契約年月日 分社(明 治8年)

人 疋
上 野 原 加藤芳太郎 富 田 義 平 105 富 田 義 平
鶴 川 志 村 喜 脇 〃 志 村 喜 脇
野 田 尻 小 俣 寛 三 小 ・俣 寛 三 〃

犬 目 岡 部 荘 兵 衛 〃 岡 部 荘兵衛
甲 鳥 沢 杉本治兵衛 杉 本 治 兵 衛 〃

猿 橋 奈良七郎左衛門 奈良七郎左衛門 〃 奈良七郎左衛門
大 橋 小宮山新五左衛門 〃

州 花 咲 鈴 木 長 兵 衛 〃

初 狩 富 田 右 内 〃 富 田 右 内
笹 子 天野五郎左衛門 天野五郎左衛門 〃 天野五郎左衛門

道 駒 飼 渡 辺 半 兵 衛 渡 辺 半 兵 衛 〃 渡 辺 半兵衛
勝 沼 樋 貝 荘 兵 衛 〃 樋 貝 荘兵衛
栗 原 芦 沢 太 兵 衛 芦 沢 太 兵 衛 〃

中 石 和. 山 下 新 太 郎 〃

甲 府 村 井 弥 兵 衛 高 橋 安 貴

{村 井 弥 兵 衛
〃 (原 社)

韮 崎 平賀源五右衛門 平賀源五右衛門 〃 7.12.6 平賀源五右衛門
台 ケ 原 古 屋 八 左 衛 門 〃 7.11

教 来 石 河 西 九 郎 須 〃 7.11 河 西 九郎須

駿 上 黒 駒 坂 本 武 左 衛 門 73
州 藤 ノ 木 加 藤 半 蔵 53 加 藤 半 蔵
東 川 口 中 村 新 太 郎 〃

往 上 吉 田 高 山 仁 兵 衛 〃

還 山 中 高 村 権 左 衛 門 〃

荊 沢 市 川 市 三 郎 105 7.11

駿 鰍 沢
'中 島 致 恭

中 島 致 恭 〃 7.11.26 中 島 、致 恭

州
切 石 依 田 利 兵 衛

{依 田 常 兵 衛 103 7.11

八日市場 天 野鉤 右 衛 門 〃 7.11.25

往 下 山 望 月 万 右 衛 門 〃 7.11.23

相 又 市 川 三 右 衛 門 73 7.11

還 南 部 石 川 郷 康 102 7.11

万 沢 吉 田 茂 保 105 7.11

駿中 右 左 口 田 中伝 右 衛 門 105
州道 古 関 土 橋 幸 七 〃

.往 通 精 進 渡 辺 周 兵 衛 〃

還 り 本 栖 山 口清 右 衛 門 〃

信中 中 条 藤 内 周 兵 衛 104 7.12

嵳 若 神 子 成 島 要 策 73 7.11

久還 ・長 沢 興水治郎左衛門 〃 7.11

〆

そ
忍 草 長田長兵衛 大 森 平左 衛 門

{長 田 長 兵 衛 53
成 沢 ・青柳 ・荻 原 ・

小 笠 原 ・上 岩 崎 ・上
谷 村 安 富 七 兵 衛 安 富 七 兵 衛 〃 井尻 ・小淵沢 ・日野

の 浅尾新田 小 野秀 善 ? ? 7.11.20 原 ・丹波山
下 岩 崎 内田作右衛 門 内 田 作 右 衛 門 105 i

他 飯 野 飯 野 半 四 郎 53 11.

在 家 塚 平 賀 秀 村 12.

注1)山 梨県史第三巻P767～P775「 約定書」,「 山梨県甲斐巨摩郡約定書類」(山 梨県立図書館所蔵)よ り作成。

(54)



陸運元会社による継立機構の整備

一
右
約
定
人
馬
ノ
外
御
官
員
様
方
大
通
行
御
先
触
等
有
之
候
節
ハ
格
別
ノ
儀

二
付

戸
長
(等
)
へ
示
談
及
精
誠
御
用
便
相
成
候
様
注
意
可
仕
候
事

=
疋
約
人
馬
ノ
数
並
其
賃
銭
ノ
高
ヲ
変
更
致
シ
候
時

ハ
必
ス
其
旨
三
十
日
以
前

二

本
社

へ
報
知
可
致
事

一
定
約
人
馬
ノ
費
用
二
付
本
社

へ
助
力

ヲ
頼
ム
時
ハ
其
実
ノ
事
柄

二
寄
リ
相
応
ノ

助
力
可
有
之
尤
不
都
合
ト
察
ス
ル
時

ハ
本
社
之
ヲ
可
拒
事
但
現
二
助
力
ノ
約
定

ア
ル
時
ハ
其
金
高
或

ハ
事
柄
ヲ
記
載

ス
ヘ
シ

一
天
災
非
常
ノ
危
難

二
罹
リ
候

ハ
本
社

ヨ
リ
当
継
立
所
並
人
馬

へ
相
当
ノ
救
助
可

有
之
事

.

一
若
当
継
立
所

二
於
テ
不
正
不
義
ノ

(所
業
ハ
勿
論
其
本
業

ヲ
怠
ル
カ
或

ハ
人
馬

ヲ
)
苦
役
致
シ
候
等
ノ
事
ア
ラ
バ
本
社
ヨ
リ
何
時
ニ
テ
モ
此
約
定
ヲ
破
リ
他
人

へ
継
立
所
ヲ
任
ス
ヘ
シ
亦
本
社

二
於

テ
モ
不
正
不
義

ノ
所
為
ア
ル
カ
不
信
実
ノ

所
置
ア
ラ
バ
何
時

ニ
テ
モ
継
立
所
ヨ
リ
此
約
定

ヲ
可
破
事

右

ノ
趣
雙
方
協
議
約
定
ノ
上
記
名
調
印

ノ
書
面
為
取
換
申
処
如
件

明
治
七
年
十
二
月

陸
運
元
会
社
総
代

.
宮
下
直
右
衛
門

当
御
管
下
何
郡
第
何
区
何
駅
村

同
取
扱
所

同

分

社

何

某

継
立
所
引
受
人

右
正
副
戸
長
ノ
内
奥

印

こ
の
よ
う
な
約
定
書
中
に
各
駅
に
関
す
る
部
分
が
記
さ
れ
《
各
駅
陸
運
会
社
と

元
会
社
と
の
関
係
が
成
立
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
約
定
書
で
第

一
に
気
付
く

こ
と
は
、
元
会
社
は
す
で
に
実
際
上
は
通
運
会
社
と
称
し
、
ご
の
時
期
ま
で

「事

業
区
分
規
則
」
中
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
継
立
所
、
継
立
引
受
人
等
の
名
称
が

用
い
ら
れ
、
組
織
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
約
定
書
は
こ
の

継
立
に
関
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か

っ
た
。

す
で
に
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
明
治
六
年
九
月
制
定
さ
れ
た
元
会
社
の

「事
業

区
分
規
則
L
で
は
、
出
張
所

・
分
社

・
取
扱
所

・
仕
役
人
と
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
の
み
で
、
継
立
業
務
は
取
扱
所
の
事
業
分
野
に
あ
り
、
取
扱
所
の
事
業
分
野

か
ら
継
立
事
業
が
分
離
す
る
の
は
、
翌
八
年
元
会
社
が
内
国
通
運
と
改
称
し
、
九

　ヨ
　

年
八
月
二
八
日
新
た
な

「事
業
区
分
条
例
」
が
認
可
さ
れ
た
以
後
で
あ
る
。
こ
の

条
例
に
よ
り
旧
取
扱
所
は
取
次
所
と
名
称
を
変
え
、
継
立
所
が
新
設
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
す
で
に
七
年
後
半
社
内
で
は
継
立
所
の
名
称
が
実
際
に
用
い
ら
れ
、
組

織
化
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
七
年
後
半
の
時
期
に
元
会
社

の
改
称

が
行
わ
れ
、
翌
八
年
二
丹
を
待
た
ず
実
際
上
通
運
会
社
と
称
し
て
い
た
事
情
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
時
期
に
元
会
社
に
合
併
し
た
山
梨
県
下
四
二
駅
は
、
い
ず
れ
も
継
立
所
で

あ
り
、
別
表
の
よ
う
に
こ
の
う
ち
分
社
九
駅

・
取
扱
所
五
駅
計

一
四
駅
は
分
社

・

取
扱
所
で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
継
立
所
を
兼
ね
て
い
た
。
中
に
は
上
野
原
駅

や
甲
府
の
よ
う
に
分
社

・
取
扱
所
と
継
立
所
と
が
名
儀
を
異
に
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
が
、
大
部
分
は
同

一
名
儀
に
よ
っ
て
営
業
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
六
年

の

「事
業
区
分
規
則
」
に
定
め
る
取
扱
所
が
継
立
業
務
を
行
っ
て
い
る
状
態
は
そ

の
後
も
引
続

い
て
い
た
の
で
あ
り
、
後
に
改
正
さ
れ
た
九
年

の

「事
業
区
分
条

例
」
が

「
継
立
所

ノ
事
業

ハ
各
地
分
社
或

ハ
取
次
所

二
於
テ
據
当
ス
ベ
キ
者
ト

ス
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま
え

て
の
規
定
で
あ
る
と
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
で
に
七
年

一
〇
月
陸
運
元
会
社
に
属
す
る
出
張
所

・
分

社

・
取
扱
所
の
数
は
、
全
国
に
三
四
八
○
か
所
に
達
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
同
社

の
全
国
的
運
輸
機
構
の
完
成
度
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
馬
を
供
給
す
る

継
立
所
の
機
能
な
し
に
は
成
立
し
得
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
に
元
会
社
側
で

の
継
立
所
の
重
視
が
あ
り
、
組
織
化

の
た
め
に
人
馬
供
給
約
定
が
優
先
さ
れ
る
理

由
が
あ

っ
た
。

こ
の
継
立
所
は
山
梨
県
下
の
よ
う
に
分
社

・
取
扱
所
が
兼
務
し
て
い
た
の
で
あ

,る
が
、
こ
れ
ら
分
社

・
取
扱
所
の
約
定
は
ど
の
よ
う
に
結
ば
れ
た
か
次
に
み
る
こ

　ざ

と

に

し

た

い
。
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分
社
約
定
書
之
事

今
般
公
允
相
成
候
陸
運
元
会
社
諸
規
則
熟
知
之
上
入
社
仕
当
御
県
庁
江
願
済
之

上
本
地
に
於
テ
分
社
開
業
仕
候
二
付
物
貨
請
負
運
送
伺
者
区
分
規
則
并
受
渡
規

則
二
照
準
シ
諸
般
不
都
合
無
之
様
営
業
勉
励
仕
候
然
ル
上
者
当
分
社
之
損
益
等

総
テ
私

一
手
二
引
受
仕
候
二
付
左
之
条
件
ヲ
約
定
仕
候
事

第

一
条

一
元
社
二
於
テ
立
定
ス
ル
賃
銭
定
額
ヲ
以
荷
請
仕
定
便
宰
領
通
行
之
節
荷
物
相
渡

可
申
尤
賃
銭
高
之
内
金
子
ハ
十
分
之
二
端
荷
ハ
十
分
ノ

一
駄
荷
者
二
十
分
之

一

手
数
料
ト
シ
テ
受
取
残
賃
銭
者
宰
領
江
相
渡
申
候
尤
本
社
之
定
額
ヲ
以
取
扱
宰

領
江
相
対
之
賃
銭
取
引
仕
問
舗
候
事

第
二
条

一
元
社
ヨ
リ
定
便
往
復
無
之
地
者
当
社
ヨ
リ
定
便
ヲ
立
物
貨
運
輸
之
便
利
相
開
候

二
就
テ
ハ
是
ヨ
リ
生
ズ
ル
損
益
ハ
私

一
手
持
二
可
仕
候
事

但
甲
府
分
社
并
鰍
ヶ
沢
分
社
上
諏
訪
分
社
工
互
二
申
合
諸
般
不
都
合
無
之
様

営
業
可
致
約
定
之
事

第
三
条

一
前
条
之
如
ク
損
益

一
手
持
二
引
受
候
分
営
業
中
事
故
在
之
弁
償
之
責
二
相
当
リ

候
節
ハ
私
ヨ
リ
相
弁
シ
元
社
江
毫
モ
損
失
相
掛
申
間
敷
候
事

第
四
条

一
当
地
工
配
達
ス
ル
荷
物
宰
領
ヨ
リ
受
取
候
節
別
二
配
達
賃
不
申
受
候
共
近
傍
村

落
工
相
届
候
方
ハ
定
之
通
届
先
ヨ
リ
至
当
之
賃
受
取
可
申
候
事

第
五
条

一
元
社
行
事
之
経
費
補
助
金
之
義
ハ
甲
府
鰍
沢
信
州
上
諏
訪
三
分
社
ト
申
合
定
便

ヲ
兼
川
陸
両
運
之
営
業
仕
候
二
付
当
社
商
業
利
益
高
之
内
壱
ヶ
年
計
算
シ
テ
弐

十
分
ノ
一
年
々
十
二
月
中
元
社
入
収
可
仕
候
事

但
壱
ヶ
年
見
様
シ
商
業
益
高
分
量
二
依
テ
ハ
至
当
之
増
減
御
取
計
可
被
下
候

事

右
之
条
約
堅
ク
相
守
可
申
萬

一
大
難
事
に
罹
吟
弁
償
筋
当
人
ヨ
リ
難
行
届
節
ハ

引
受
人
ヨ
リ
屹
度
弁
償
可
仕
候
為
後
證
自
書
姓
名
実
印
ヲ
証
処
如
件

山
梨
県
管
下

甲
斐
国
巨
摩
郡
第
九
区

明
治
七
年
甲
戌
十
二
月
六
日

韮
崎
駅

分
社

平
賀
源
五
左
衛
門
印

右

駅

引
請
人平

賀

甚

兵

衛

印

陸
運
会
社
頭

取

御

中

こ
の
甲
州
道
中
韮
崎
駅
の
分
社
規
則
と
同
じ
綴
り
中
に
あ
る
鰍
沢
駅
分
社
規
則

と
を
比
較
す
る
と
部
分
的
な
差
異
は
あ
る
に
し
て
も
、
大
略
内
容
は

一
致
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
元
会
社

・
分
社
間
の
契
約
は
ほ
ぼ
こ
う
し
た
書
式
と
内
容
で

結
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
書
式
と
内
容
を
見
て
第

一
に
気
付
く

こ
と
は
、
分
社
は
元
会
社
の
定
期
便
と
、
分
社
近
傍
を
対
象
と
し
た
二
つ
の
通
運

事
業
を
骨
子
と
し
て
元
会
社
と
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う

ま
で
も
な
く

「事
業
区
分
規
則
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
通
運
業
者
が

一
方

で
は
元
会
社
に
合
併
し
て
、
そ
の
分
社
で
あ
る
反
面
、
自
ら
も

一
通
運
業
者
と
し

て
営
業
す
る
と
い
う
二
面
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
事
は
、

元
会
社
定
期
便
手
数
料
や
そ
の
配
達
料
収
入
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
社
会

的
信
用
の
点
で
も
経
営
を
よ
り
有
利
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ

の
事
は
第
五
条
に
あ
る
よ
う
に
、
元
会
社
行
事
補
助
金
の
名
目
で
、
年
間
利
益
の

五
%
を
元
会
社
に
支
払
う
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
各
駅
の
分
社
は
元
会
社
と
の
問
で
分
社
契
約
を
結
ん
だ
だ
け
で
な
く
、

郵
便
官
営
に
と
も
な
い
政
府
が
陸
運
元
会
社
に
委
託
し
た
郵
便
関
連
業
務
-

金

子
入
書
状
の
逓
送
と
配
達
、
駅
逓
寮
か
ら
諸
道
郵
便
取
扱
所

へ
の
郵
便
脚
失
賃

銭

.
御
手
当
金

・
郵
便
切
手
の
輸
送
、
諸
道
郵
便
取
扱
所
か
ら
駅
逓
寮

へ
の
郵
便

切
手
売
却
代
金

の
集
金
と
輸
送
等

の
射
請
に
関
す
る
契
約
も
結
ん
で
い
る
。
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例
え
ば
韮
崎
駅
の
場
合
、
元
会
社
と
の
問
に
分
社
契
約
を
結
ん
だ
平
賀
源
五
左
衛

門
は
、
同
時
に
元
会
社
か
ら
近
在
の
有
野

・
竜
王

・
中
条

・
若
神
子

・
上
津
金

・

塚
川

・
韮
崎

・
台
ケ
原

・
信
州
上
諏
訪

の
九
か
所
で
郵
便
関
連
業
務
を
引
請
け
、　　
　

そ
れ
に
つ
い
て
元
会
社
の
甲
府
分
社
と

の
問
の
輸
送
を
元
会
社
と
契
約
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
各
地
間
に

一
里
六
銭

五
厘
の
割
で

「月
々
両
度
之
定
便
」
開
設

を
約
定
し
て
い
る
。
ま
た
鰍
沢
駅
で
も
元
会
社
と
臨
時
便
定
期
便
を
結
び
中
島
致

恭
は
、
同
様
に

一
里
六
銭
五
厘
の
割
で
月
二
度
の
定
便
を
開
設
し
、
甲
府
盆
地
南

西
部
か
ら
富
士
川
河
合
、
静
岡
県
完
原
に
及
ぶ
十
五
ヶ
所
の
各
地
間
の
郵
便
関
連

　　
　

業
務
に
関
す
る
輸
送
に
つ
い
て
元
会
社
と
約
定
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
分
社
を
拠
点
と
し
て
そ
の
地
域
の
輸
送
綱
を
確
立
さ
せ
、
こ
れ
を

相
互
に
結
合
さ
せ
て
官
営
郵
便
継
立
を
軸
と
す
る
全
国
的
輸
送
綱
を
創
設
さ
せ
よ

う
と
す
る
考
え
方
は
、
次
の
六
年
制
定

の

「事
業
区
分
規
則
」
の
分
社
設
置
の
理

由
を
述
べ
た

一
節
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
元
社

ハ
.国
内
郵
便
役
所
及
取
扱
所

コ
レ
ア
ル
地

ハ
普
ク
往
復
シ
テ
互
地
ノ
物
質

ヲ
運
送
ス
ル
ヲ
事
業
ト
ス
故
二
公
私
便
利
ノ
為
メ
遠
近
ヲ
論
ゼ
ズ
都
鄙
ヲ
撰
バ

ズ
喩

へ
枝
直
ノ
末
線

二
僻
ス
ル

一
市

一
村
モ
亦
皆
貨
物
運
送
ノ
カ
ヲ
達
ス
ベ
キ

ウ
目
的
ト
ス
然
レ
ト
モ
国
土
ノ
広
キ
村
落
ノ
多
キ
決
シ
テ

一
会
社
ノ
力
遽

二
之

二
及
ブ
ベ
カ
ラ
ズ
是
各
地

二
分
社

ヲ
建
ツ
ル
所
以
ナ
リ

こ
う
し
た
官
営
郵
便
継
立
を
軸
と
す
る
全
国
的
輸
送
綱
の
確
立
こ
そ
元
会
社
の

事
業
目
的
達
成
に
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
こ
そ
各
地
に
分
社
を
設
立
す
る
必

要
が
あ
る
七
す
る
考
え
方
の
具
体
的
姿
と
し
て
、
韮
碕

・
鰍
沢
駅
の
例
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

,
以
上
の
よ
う
に
分
社

・
取
扱
所

・
継
立
所
と
し
て
各
駅
で
の
陸
運
会
社
は
、
陸

運
元
会
社
に
組
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
山
梨
県
の
場
合
こ
れ
ら
各
駅
陸
運
会

社
と
は
別
に
、
甲
府
柳
町
に
は
江
戸
時
代
以
来
甲
州
道
中
に
進
出
し
た
信
州
中
馬

主
と
し
て
諏
訪
及
び
高
遠
中
馬

を
組
織
し
明
治
六
年
創
業
し
た

「甲
斐

　ア
　

国
中
馬
会
社
」
が
あ
り
、
そ
れ
と
元
会

社
と

の
間
で
関
係
の
調
整
を
必
要
と
し
た
。

甲
斐
国
中
馬
会
社
と
各
駅
陸
運
会
社
と
の
根
本
的
差
異
は
、
中
馬
会
社
が
駅
逓

寮
の
許
可
を
う
け
て
営
業
を
営
む
運
輸
業
者
と
し
て
、
太
政
官
布
告
第
二
三
〇
号

を
も

っ
て
認
め
ら
れ
、、
元
会
社
と
同
等
の
資
格
を
備
え
て
い
た
点
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
さ
ら
に
中
馬
会
社
は
(
そ
の
業
態
は
中
馬
の
特
性
で
あ
る
附
通
し
輸
送
に
よ

り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
地
域
で
活
動
を
続
け
て
お
り
、
宿
継
ぎ
に
よ

っ
て
継
送
り

を
行
う
各
駅
陸
運
会
社
の
業
態
と
異
っ
て
い
た

。
こ
の
た
め
元
会
社
は
中
馬
会
社

と
の
間
で
は
、
各
駅
陸
運
会
社
と
は
ち
が
っ
た
約
定
の
必
要
が
あ

つ
た
。
そ
の
内

　　
　

容
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
`

約
定
ノ
證

今
般
陸
運
元
会
社

二
於
テ
国
内

一
般
諸
道
公
私
ノ
物
貨
人
馬
継
立
方
公
允
相
成

/

、

依
之
各
地
同
業
ノ
者
へ
協
議
ノ
為
同
社
代
理
派
出
右
代
理
宮
下
直
右
衛
門
ト
中

馬
原
会
社
々
長
高
橋
安
貴
ト
協
議
ノ
上
物
貨
運
送
ノ
方
法
両
者
安
全
ノ
約
定
左

ノ
通
決
定
セ
リ

第

一
条

一
陸
運
原
会
社
中
馬
原
会
社
共
駅
逓
御
寮
ノ
准
允
ヲ
得
営
業
候
二
付

両
社
ノ
規
則
互
二
遵
守
ス
ヘ
キ
事

第
二
条

一
故
二
東
京
及
武
州
神
奈
川
信
州
松
本
右
各
地
中
馬
会
社
出
張
所
ノ

儀
陸
運
元
会
社
ト
協
議
ノ
上
其
地
二
於
テ
開
業
可
致
候
事

第
三
条

一
右
出
張
所
諸
会
計
損
益
ハ
総
テ
折
半
両
社
二
分
賦
ス
ヘ
キ
事

第
四
条

一
右
出
張
所
外
へ
分
社
設
立
候
儀
ハ
其
社
ノ
都
合
二
寄
何
レ
ノ
土
地

二
開
業
ナ
ス
ト
モ
相
互
二
妨
無
之
事

但
両
社
ノ
不
都
合
ヲ
生
シ
候
儀
有
之

候
ハ
・
協
議
ノ
上
相
廃
可
申
事

第
五
条

一
陸
運
原
会
社
ノ
規
則
ヲ
以
引
請
候
危
難
受
合
弁
償
ハ
同
社
ノ
責
ト

シ
中
馬
原
会
社
ノ
規
則
ヲ
以
請
合
候
分
ハ
其
社
ノ
責
ト
可
心
得
事

第
六
条

一
前
件
ノ
通
親
睦
ノ
約
定
整
候
二
付
テ
ハ
甲
府
村
井
弥
兵
衛
儀
ハ
陸

　
マ
マ
　

運
原
会
社
分
社
ニ
シ
テ
物
貨
運
送
営
業
候
二
付
同
所
高
橋
安
貴
小
協
議
合
併

ノ
約
ヲ
結
ヒ
同
地
二
会
社
壱
ヶ
所
新
築
シ
互
ノ
主
義
ヲ
勉
強
シ
盛
大
ノ
位
地

二
至
ラ
シ
ム
ヘ
キ
事

但
損
益
会
計
ハ
是
又
折
半
分
賦
ノ
事

第
七
条

一
右
合
併
会
社
新
築
ノ
地
ハ
協
議
ノ
上
定
ム
ヘ
シ
且
手
代
及
宰
領
ハ

是
迄
相
雇
候
者
ヲ
使
役
可
致
筈
尤
新
規
召
抱
候
者
ハ
一
同
承
允
済
ノ
上
取
扱
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可
申
事

右
条
約
取
結
候
上
ハ
両
者
互
二
申
合
自
今
区
々
ノ
取
扱
不
可
有
且
通
運
会
社
ノ

儀
御
布
達
定
日
ヲ
以
開
業
ス
ヘ
キ
ニ
付
其
前
諸
般
ヲ
議
シ
差
支
無
之
様
注
意
ア

ル
ヘ
シ
尤
増
補
改
正
ス
ト
モ
此
条
約
書
ヲ
主
ト
シ
熟
語
懇
談
可
致
候
則
後
日
ノ

証
ト
シ
テ
此
書
面
四
通
各
姓
名
自
書
調
印
互
二
壱
通
ヲ
可
蔵
候
事

明
治
七
年
十
月

陸
運
元
会
社
代
理

宮
下

直
右
衛
門

　
マ
マ
　

中
馬
元
会
社
々
長

甲
府
柳
町
八
十
番
地
高

橋

安

貴

陸

運

分

会

社

甲
府
山
田
町
壱
番
地

村
井
弥
兵
衛
代
理

末

木

嘉

七

右
条
約
立
会
人

甲
州
道
中
駒
飼
駅

渡

辺

半
兵
衛

こ
の
約
定
の
中
心
と
な
る
点
は
、
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
両
社
共

「駅
逓
御
寮
ノ

准
允
ヲ
得
営
業
」
す
る
こ
と
か
ら
対
等
の
立
場
を
も
っ
て
約
定
を
結
ん
で
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
陸
運
元
会
社
甲
府
分
社
と
中
馬
会
社
が

合
併
し
て
、
新
た
に
社
屋
を
甲
府
に
建
築
し
共
同
経
営
を
行
い
、
東
京

・
横
浜

・

松
本
に
両
社
協
議
に
よ
る
中
馬
会
社
出
張
所
を
開
設
し
、

い
ず
れ
も
会
計

・
損
益

を
折
半
と
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
両
社
に
よ
る
共
同
経
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
い
ま
で
き
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
八
年
七
月
四
日
中
馬
会
社
が
山
梨
県
に
提
出

し
た

「中
馬
分
会
社
人
名
簿
」
に
あ

る
東
京
府
下
本
石
町
四
丁
目
石
川
吉
兵
衛
は
、

同
年
十

一
月
十
三
日
、
同
社

の
出
張
所
と
し
て
府
に
届
出
て
許
可
さ
れ
た
こ
と
か

ら
し
て
、
こ
れ
以
後
、
元
会
社
と
の
共
同
経
営
が
実
際
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
中
馬
会
社
と
の
約
定
に
よ
る
合
併
は
、
中
馬
会
社
の
運
送
綱
が
、
甲
府
を

中
心
に
信
州
松
本

・
上
諏
訪

・
高
遠

・
小
諸
、
相
州
箱
根

・
真
鶴

・
須
走

・
矢
倉

沢

・
津
久
井
方
面
、
武
州
八
王
子

・
鶴
間

・
横
浜
方
面
や
東
京
方
面
に
達
し
て
い

た
か
ら
、
元
会
社
と

の
競
合
は
あ

っ
た
に
し
て
も
、
両
社
に
益
す
る
と
こ
ろ
も
大

き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
中
馬
会
社
と
の
合
併
は
、
明
治
七
年
三
月
陸
運
元
会
社
か
ら
駅
逓
頭
前
島

密
宛
に
提
出
さ
れ
た

「各
駅
人
馬
継
立
并
今
般
派
出
巡
回
之
者
心
得
等
伺
書
縮
)第

五
条
に
あ
る
、

一
駅
中
で
の
類
業
は
な
ゐ
べ
く
合
併
す
る
よ
う
に
懇
談
す
る
と

い

う
方
針
の
具
体
的
な
表
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
来
定
飛
脚
問
屋
村
井

弥
兵
衛
の
甲
府
店
と
し
て
の
経
歴
を
持

つ
元
会
社
甲
府
分
社
走
、
甲
府
柳
町
宿
問

屋
か
ら
売
荷
請
継
部
門
が
独
立
し
、
そ
の
結
果
中
馬
稼
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
り

生
れ
た
中
馬
会
社
と
で
は
様
々
な
面
で
差
異
が
あ
り
、
運
輸
面
で
の
相
互
補
完
が

か
な
り
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
が
両
者
の
合
併
に
あ
た
り
重
視
さ
れ
た

た
め
、
合
併
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
甲
府
以
外

の
各
地
に
あ
う
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
各
陸
運

会
社
は
陸
運
元
会
社
に
入
社
し
、
そ
の
分
社
、
取
扱
所
と
し
て
継
立
所
を
兼
務
す

る
か
、
ま
た
継
立
所

の
み
と
し
て
、
継
立
人
馬
を
供
給
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
宿
駅
の
旧
問
屋
の
系
譜
を
も

つ
か
、
そ
れ
に
連
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か

し
、
甲
府

の
場
合
、
旧
定
飛
脚
問
屋
村
井
弥
兵
衛
の
甲
府
店
で
あ

っ
た
甲
府
分
社

は
、
合
併
の
相
手
に
旧
売
荷
請
継
問
屋
の
系
譜
を
も
つ
中
馬
原
会
社
を
選
び
、
甲

府
柳
町
駅
陸
運
会
社
と
合
併
し
な
か

っ
た
。
こ
の
点
、
甚
だ
奇
異
に
感
じ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
江
戸
幕
府
の
下
に
お
け
る
五
街
道
を
は
じ
め
と
す
る
各
宿
駅
は
、

伝
馬
役
を
負
担
維
持
す
る
た
め
の
反
対
給
付
と
し
て
、
各
種
の
特
権
が
与
え
ら
れ

て
い
た
。
そ
の

一
つ
に
公
用
継
立
の
合
間
に
お
け
る
諸
荷
物
輸
送
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
駄
賃
稼
の
公
認
が
あ

っ
た
。
甲
府
柳
町
宿
に
あ

っ
て
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
幕
末
か
ち
明
治
維
新
戊
辰
戦
争
時
の
公
凧
継
立
の
激
増
は
、
公
私

の
交
通
運
輸
に
多
大
の
混
乱
を
生
ず
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
た
め
柳
町
宿
で
は

お

　

　

明
治
二
年
は
じ
め

「
町
内
相
談
之
上
」
、
商
人
諸
荷
物
の
請
継
業
務
を
問
屋
か
ら

分
離
し
、
高
橋
平
右
衛
門
方
に

一
任
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
柳
町
問

屋
の
業
務
は
公
用
継
立
と

一
般
旅
行
者
の
た
め
の
人
馬
供
給
と
に
限
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
ゆ

5s)
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こ
の
こ
と
が
、
高
橋
平
右
衛
門
を
し
て
商
人
荷
物
の
円
滑
な
運
輸
を
は
か
る
た

め
の
諸
活
動
ー

荷
継
問
屋
の
連
繋
の
強
化

・
輸
送
現
業
の
た
め
の
馬
士
の
掌
握

と
そ
れ
ら
の
組
織
化

の
努
力
を
生
む
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
や
が

て

h
甲
斐
国
国
中
馬
会
社
L
の
創
業
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

他
方
、
旧
来
の
柳
町
問
屋
は
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
交
通
運
輸
制
度
改
革
の
中
で

陸
運
会
社

へ
と
変
る
こ
と
と
な
る
が
、
す
で
に
問
屋
業
務
中
商
人
荷
物
請
継
業
務

を
分
離
し
て
公
用
継
立
と
、

一
般
旅
行
者
の
人
馬
供
給
の
み
を
行
っ
て
い
た
問
屋

に
と

っ
て
は
、
他
の
各
駅
陸
運
会
社
と

は
異
り
、

一
段
と
業
務
内
容
の
狭

い
も
の

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
陸
運
会
社
創
業
後
も
柳
町
町
内
に

あ

っ
て
諸
荷
物
請
継
を
行
う
高
橋
方
"
中
馬
会
社
と
の
協
業
は
、
不
可
欠
で
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
う

し
た
両
者
の
協
業
に
よ
る
補
完
関
係
な
し

に
は
、
柳
町
は
旧
来
か
ら
の
宿
駅
的
…機
能
を
は
た
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で

あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
問
屋
H
陸
運
会
社
と
、
高
橋
"
中
馬
会
社
と
の
関
係
は
、
陸
運

な
　

会
社
設
立
願
書
に
は
高
橋
平
右
衛
門
が
、
中
馬
会
社
設
立
願
書
に
は
柳
町
陸
運
会

　ヨ

社
総
代
深
沢
庄
太
郎
他
二
名
が
名
を
列
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
に
た
っ
て
、
高
橋
は
中
馬
会
社
設
立
に

あ
た

っ
て
は
、
柳
町
陸
運
会
社
と
の
合
併
を
求
め
、
陸
運
会
社
側
も
こ
れ
を
認
め

た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
は
明
治
政
府
に
よ
る
陸
運
元
会
社
を
中

心
と
す
る
全
国
的
運
輸
機
構
確
立
の
方
針
の
中
で
、
各
駅
陸
運
会
社
が
元
会
社
に

吸
収
合
併
さ
れ
て
い
く
状
況
を
背
景
に
大
き
く
変
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
諸
荷

物
輸
送
を
目
的
と
す
る
元
会
社
は
、
そ

の
合
併
の
相
手
と
し
て
、
同
じ
目
的
か
ら

設
立
さ
れ
た
中
馬
会
社
を
選
び
、
商
荷
物
輸
送
を
行

っ
て
い
な
い
柳
町
陸
運
会
社

と
は
関
係
を
持
と
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ

っ
た
。
こ
の
原
因
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
明
治
二
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
柳
町
宿
内
で
の
問
屋
業
務
の
う
ち
、
商
人
諸

荷
物
請
継
業
務
を
高
橋
方
に
分
離
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
高

橋
が
商
荷
物
輸
送
を
目
的
に
設
立
し
、

一
応
柳
町
陸
運
会
社
と
合
併
の
形
を
と

っ

て
い
た
中
馬
会
社
こ
そ
、
元
会
社
に
と
っ
て
は
合
併
の
意
義
が
あ
り
、
中
馬
会
社

が
直
接
甲
府
分
社
の
継
立
人
馬
の
供
給
に
あ
た
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

継
立
現
業
者
i

往
還
稼
人

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
明
治
政
府
の
意
図
す
る
全
国
的
運
輸
機
構
の
確
立

は
、
陸
運
元
会
社
の
手
に
よ

っ
て
具
体
化
さ
れ
、
継
立
機
構
は
着
実
に
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
結
果
、
山
梨
県
下
に
み
た
よ
う
に
各
駅
陸
運
会
社
や
中

馬
会
社
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
入
社

・
合
併
し
て
継
立
現
業
面
で
の
人
馬
供
給
契
約

を
陸
運
元
会
社
と

の
間
に
と
り
結
び
、
元
会
社
の
通
運
事
業
を
支
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
現
業
面
で
の
人
馬
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い

た
か
、
次
に
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

ま
ず
薩
運
元
会
社
に
入
社
す
る
各
駅
陸
運
会
社
の
場
合
に
っ
炉
て
み
る
と
、

　ヨ

「陸
運
会
社
申
合
書
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
往
還
稼
を
望
む
者
は

「都
テ
陸
運

会
社

へ
社
入
ノ
上
会
社
鑑
札
ヲ
以
テ
稼
方
可
致
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。」
す
な
は

ち

「社
外
無
鑑
札
ノ
者
」

の
往
還
稼
は
禁
じ
ら
れ
、
陸
運
会
社

へ
の
入
社
を
必
要

と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
八
年
五
月
末
日
の
限
り
各
駅
陸
運
会
社
が
廃
止
さ

れ
る
以
前
、
陸
運
元
会
社
に
入
社
し
、
継
立
人
馬
供
給
契
約
を
結
ん
だ
各
駅
陸
運

会
社
は
、
同
社
に
入
社
し
て
い
た
往
還
稼

の
人
馬
の

一
部
を
元
会
社

へ
供
給
す
る

対
象
と
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
陸
運
会
社

へ
の

往
還
稼
の
入
社
状
況
か
ら
、
元
会
社
継
立
所

の
人
馬
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
視
点
に
た

っ
て
甲
府
柳
町
陸
運
会
社

へ
入
社
し
た
往
還
稼
の
実
態

　き

を
示
す
資
料
を
み
る
と
、
.次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
ま
ず
馬
稼
に
つ
い
て
み
る
と
、

甲
府
柳
町
陸
運
会
社
で
は
明
治
五
年
九
月
か
ら
翌
六
年
九
月
ま
で
に
、

一
〇
三
人

に

一
一
〇
枚
の
鑑
札
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

一
一
〇
枚
の
鑑
札
の
う
ち
二
枚

同

一
人
に
発
行
し
て
い
る
も
の
が
五
件
、
三
枚

の
も
の

一
件
あ
る
が
、
九
七
人
に

つ
い
て
は
各

一
枚
つ

つ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
二
ー
三
枚
の
鑑
札
を

一
人
で
う
け

い
る
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
原
則
と
し
て

一
人

一
枚
の
鑑
札
が

(59)
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発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
鑑
札
を
う
け
て
柳
町
陸
運
会

社
に
入
社
し
た
馬
稼
人
の
住
所
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
そ
の
範
囲
は
甲
州
道
中

を
軸
と
し
て
、
西
は
韮
崎
宿
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
北
下
条
か
ら
、
東
は
栗
原
宿
に

及
び
、
東
北
は
秩
父

・
青
梅
往
還
に
接

し
た
西
保

・
千
野
方
面
　v
西
南
は
駿
信
往

還
に
沿

っ
た
鏡
中
条

・
十
日
市
場
に
達

し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
心
部
は
南
北
は

古
府
中

・
小
河
原
と
柳
町
宿
を
中
心

に
三
粁
圏
内
と
狭
く
、
東
西
も
酒
折

・
金
竹

と
こ
れ
ま
た
柳
町
宿
か
ら
は
三
粁
圏
内

に
集
中
し
て
い
る
。

つ
ま
り
か
な
り
甲
州

道
中
を
軸
と
し
た
東
西
に
及
ぶ
広
範

囲
か
ら
馬
稼
人
ば
犬
社
し
て
は
い
る
が
、
ほ

ぼ
柳
町
宿
を
中
心
と
し
た
三
粁
圏
内

に
約
七
〇
%
の
者
が
集
中
し
て
い
た
。
ま
た

こ
れ
を
年
令
別
に
み
る
と
、
年
令
の
わ
か
る
者
五
九
名
中
最
年
少
者
は

一
五
才
、

最
高
年
者
六

一
才
で
あ
り
、
一
=

才

か
ら
二
五
才
ま
で
が

一
八
名
と
約
三

一
%
、

次
に
二
六
才
か
ら
三
〇
才
ま
で
が

一
四
名
約
二
四
%
と
二
〇
才
台
が
五
六
%
を
占

め
て

い
る
。

次
に
人
足
稼
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
馬
稼
人
と
同
様
五
年
九
月
か
ら
翌
六
年
九

月
ま
で
の
問
に
、
荷
物
宰
領
二
名
を
含
む

一
七
名
が
、
甲
府
柳
町
陸
運
会
社
に
入

社
し
、
そ
れ
ぞ
れ
鑑
札
料

一
分
を
納
め
、
そ
の
発
行
を
う
け
て
い
る
。
こ
の
人
足

稼
人
の
住
所
を
み
る
と
、
全
員
が
甲
府

に
住
み
し
か
も
、
そ
の
大
部
分
が
柳
町
と

そ
れ
に
隣
接
し
た
近
習
町

・
山
田
.町
な
ど
集
住
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

年
令
に
つ
い
て
わ
か
る
九
名
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
〇
才
を
最
年
少
に
し
て
六
七

才
を
最
年
長
と
し
て
お
り
、
三
〇
才
台
三
名

・
四
〇
才
台
四
名
と
比
較
的
高
年
令

者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
人
足
稼
人
に
つ
い
て
は
馬
稼
人
と
は

異
り
、
実
労
働
に
就
く
者
で
は
な
く
人
足
頭
と
し
て
、

一
般
の
人
足
を
取
締
る
立

場
に
立
つ
者
が
、
陸
運
会
社
に
入
社
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今

は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

ざ
ら
に
こ
の
往
還
稼
人
に
つ
い
て
み
た
時
重
要
な
点
は
、
各
駅
陸
運
会
社
は
た

し
か
に
旧
問
屋
の
系
譜
を
ひ
く
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
が
、
現
業
面
で
は
宿
内

で
の
伝
馬
役
負
担
者
と
の
関
係
は
全
く
消
滅
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

特
に
馬
稼
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
点
は
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
甲
府
柳
町
の
場
合
、

寛
永
十
三
年
十
二
月
よ
り
伝
馬
数
五
〇
疋
を
、
八
日
町
等
七
町
に
か
わ

っ
て
請
負

お
　

う
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
宿
駅
と
し
て
明
治
五
年
ま
で
存
続
し
た
。
し
た
が
っ
て

人
馬
役
は
柳
町
の
負
担
分
を
超
え
た
場
合
、
助
町
七
町

(後
九
町
)
が
負
担
し
た

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
み
る
柳
町
陸
運
会
社

へ
の
入
社
馬
稼
人
は
柳
町
居
住
者
は

わ
ず
か
五
名
の
み
で
、
助
町
九
町
に
関
し
て
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
に

人
足
稼
人
が
人
足
頭
的
存
在
で
は
な
い
か
と
推
論
し
た
点
と
も
か
か
わ
り
、
現
業

面
で
の
運
輸
労
働
者
的
往
還
稼
と
し
て
の
人
馬
稼
人
が
甲
府
に
限
ら
ず
広
範
囲
に

存
在
し
、
各
駅
陸
運
会
社
に
入
社
し
て
お
り
、
各
駅
陸
運
会
社
の
陸
運
元
会
社

へ

の
入
社

・
合
併
等
に
よ
り
、
陸
運
元
会
社

の
現
業
面

へ
と
移
行
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
運
元
会
社
の
継
立
機
構
は
、'各
駅
陸
運
会

社
を
入
社

・
合
併
す
る
中
で
末
端
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

各
駅
陸
運
会
社
の
入
社

・
合
併
に
よ
る
継
立
現
業
面
で
の
整
備
は
右
の
よ
う
で

あ

っ
た
が
、
次
に
同
様
に
中
馬
会
社

の
場
合
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

す
で
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
馬
会
社
は
近
世
以
来
の
信
州
中
馬
の
甲
州
道
中

へ

の
進
出
を
背
景
と
し
て
、
柳
町
宿
内
で
の
商
人
諸
荷
物
請
継
業
務
を
問
屋
か
ら
分

離
す
る
こ
と
を
契
機
に
創
業
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
よ

っ
て
す
で
に
明
治
四
年

十
月
、
信
州
諏
訪
郡
下

一
二
一二
か
村

・
同
伊
那
郡
下
高
遠
近
隣

工
ハ
か
所
の
中
馬

稼
人
総
代
か
ら
、
高
橋
平
右
衛
門
に
あ
て

「甲
信
仲
馬
運
送
会
社
」
創
業
の
折
の

参
加
が
申
出
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
高
橋
に
よ

っ
て

「甲
斐
国
中
馬
会
社
」
と
の

名
称
の
下
で
創
業
以
後
は
、
こ
れ
ら
信
州
中
馬
は
も
と
よ
り
、
甲
州
内
部
の
馬
稼

人
等
も

「中
馬
稼
人
」
と
し
て
同
社
に
入
社
し
馬
運
送
現
業
に
従
事
し
て
い
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、
先
述
し
た
柳
町
駅
駅
陸
運
会
社
に
入
社
し
た
往
還
稼
人
等
も
い
た

走
考
え
て
よ
い
。
中
馬
会
社
創
業
当
初
は
そ
う
で
な
か

っ
た
に
し
て
も
、
同
社
が

元
会
社
と
合
併
し
、
柳
町
駅
陸
運
会
社
が
解
散
さ
れ
る
段
階
で
は
、
中
馬
会
社

へ

入
社
し
な
く
て
は
、
従
来
通
り
の
往
還
稼
は
不
可
能
と
な

っ
た
か
ら
、
ほ
と
ん
ど

が
中
馬
会
社
に
入
社
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
現
業
面
で
の
継
立
人
馬

の
供
給
を
も

っ
て
、
中
馬
会
社
の
場
合
も
ま
た
、
陸
運
元
会
社
と
合
併
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
同
社
の
継
立
…機
構
整
備
の

一
翼
を
担
り
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(so)



陸運元会社による継立機構の整備

註(1
)

「
山
梨
県
史
」
第

三
巻
七

六
三
頁

「
将

サ

ニ
陸

運
会
社

ヲ
解

カ

ン
ト
シ
之

ヲ
各

駅
戸

長
及
陸
運
会
社

二
達

ス
」
。

(2
)

「
山
梨
県
史
」
第

三
巻
七

六
五
頁
罫
七

六
六
頁

「
陸
運
元
会

社

ヨ
リ
管
内
社
約

ヲ
本

庁

二
具
状

ス
」
但
し

(

)
内

の
部
分
は
註

(4
)
資
料
を
も

っ
て
補

っ
た
。

(3
)
山
梨
県
立

図
書
館
所

蔵

甲
州
文
庫

甲

〇
九
六

・
八
-

三
九

一

「
内
国
通

運
会
社

規

則
」

所
収
、
な

お

こ
の
冊
子
中

に
は
表

題
に
よ

る
と

定
款

・
事
業
区

分
条

例

・
諸

物

貨
取
扱
規
則

・
人
馬
継
立

規
則

・
水
路
運
漕
規
則
が
収
録
さ
れ
て

い
る
と
あ
る
が
、

・
こ
の
他
公
私
諸
荷
物
継
立
規
則
も
含
ま
れ
て

い
る
。

,
(4
)
山
梨
県

立
図
書
館

所
蔵

甲
州
文
庫

甲
〇
九
六

・
八
-

二
九

「
山
梨
県

甲
斐

巨
摩

郡
約
定
書
類
」

に

一
括
さ
れ

て
い
る
。

(5
)
(4
)
の
綴
り
中

に
あ

る
。

(6
)
(4
)
の
綴

り
中
に
あ

る
。

(7
)
拙
稿

「甲
斐

国
中
馬
会
社

の
創
業

に

つ
い
て
」

立
正
女

子
大
学
短
期
大
学

部
研
究
紀

紀
要
第

一
入
集
、

「甲
斐

国
中
馬
会
社

の
発
展
に

つ
い
て
」
同
学
部
研
究
紀
要
第

一
九

集

、
「
甲
州
道
中

に
お

け
る
中
馬
稼

の
展
開
ー

甲
府
柳
町
宿
を
中
心

に
ー
」

(
『
日
本
近

世
交
通
史
論
集
』
吉

川
弘
文
館

一
九

八
六
年

=

一月
所
収
)

を
参

考
。

(8
)
「
山
梨
県
史
」
第

三
巻
七

七
六
頁

ー
七
七
八
頁
。

(9
)
「
法
規
分
類
大
全
」

運
輸

門

駅
逓

三
六

五
頁
～
三
六
七
頁
。

(10
)

『甲

府

柳
町

諸
願

書
綴

高
橋

平
右

衛

門
』

山

梨
県

立

図
書

館
所

蔵

甲
州

文
庫

甲
〇
九

六

・
八
ー

入
七

「乍

恐
以
書
付

奉
願
上
候
明
治

二
巳
年
十

一
月
甲
府
御
政

衙
宛
」
。

(
11
)
「
駅
逓
明
鑑
」

巻
九
第
九
篇
陸
運
会
社

ノ
事
柳
町
陸
運
会
社
惣
代

=

名

。

(
12
)
平
沢

清
人

「明
治

1
～

6
年
南

信
地
方
に
お

け
る
伝
馬
所

・
陸
運
会

社

・
中
牛
馬
会

社
と
中
馬
稼
ぎ
」

(『
信
濃
』
第

十

一
巻
第

四
号
)

一
四
頁
。

(
13
)
「
山
梨
県
史
」
第
二
巻
九

=
二
頁
～
九

一
七
頁
。

(
14
)
山
梨

県
立
図
書

館
所
蔵

甲

州
文
庫

甲
〇
九

六

・r八
-

八
三

「甲
府

柳
町
陸
運
会

社
社

入
受

人
証
書
」
、

甲
〇
九

六

・
八
-

一
〇
三

「
甲
府
柳

町
陸
運

会
社
社

入
人
請

状
」
。
前
者
が
馬
稼

人
、
後
者

が
人
足
稼
人
に
関
す
る
書
類
綴
で
あ
る
。

(
15
)

『甲
府
略
志
』

二
六

一
頁
。

む
す
び
に
か
え
て

全
国
的
運
輸
機
構
確
立
の
過
程
と
あ

っ
て
、
そ
の
中
核
的
役
割
を
は
た
し
た
陸

運
元
会
社
が
、
い
か
に
し
て
継
立
機
構
を
整
備
し
、
そ
の
目
的
と
す
る
全
国
的
運

輸
機
構
を
確
立
し
て
い
っ
た
か
検
討
し
た
。
そ
の
成
功
は
、
政
府
に
よ
る
強
力
な

保
護
を
背
景
と
は
し
て
い
た
が
、
諸
種
の
諸
規
程
を
作
り
、
こ
れ
に
準
據
し
て
全

国
に
担
当
者
を
派
遣
し
て
入
社

・
合
併
を
積
極
的
に
進
め
た
結
果
に
よ
る
も
の
で

あ

っ
た
。
こ
の
成
功
に
よ
り
、
旧
来

の
宿

・
助
郷
制
度
廃
止
後
も
そ
の
残
滓
を
多

く
内
包
し
た
各
駅
陸
運
会
社
を
吸
収
合
併
し
、
近
代
的
運
輸
機
構

へ
全
国
的
規
模

で
脱
皮
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
陸
運
元
会
社
に
よ
る
成
功
は
、
と
も
す
れ
ば
陸
運
元
会
社
側
の

努
力
を
多
と
す
る
あ
ま
り
、隔
こ
の
入
社

・
合
併
を
受
け
入
れ
た
側
の
は
た
し
た
役

割
を
軽
視
す
る
傾
向
が
な
い
と
は
い
え
な
い
σ
例
え
ば
、
山
梨
県
の
場
合
に
あ

っ

て
も

「
甲
斐
国
中
馬
会
社
」
の
よ
う
に
、
旧
来
の
宿
問
屋
と
そ
の
系
譜
に
つ
ら
な

る
陸
運
会
社
な
ど
よ
り
、

一
段
と
進
ん
だ
形
態
を
持

つ
運
輸
会
社
も
す
で
に
創
業

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
運
輸
現
業
面
と
担
う
往
還
稼
人
に
つ
い
て
も
、
よ
り
自
由

で
積
極
的
に
活
動
す
る
人
々
が
宿
駅
等
の
諸
規
制
を
の
り
こ
え
て
、
自
ら
の
道
を

歩
み
は
じ
め
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
陸
運
元
会
社
に
よ
る
継
立
機
能
の
整
備
は
、

こ
れ
ら
の
会
社

・
往
還
稼
人
の
積
極
的
参
加
を
得
て
、
短
期
間
に
成
功
を
お
さ
め

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
全
国
的
運
輸
機
構
確
立
に
よ
っ
て
、
明
治
八
年
五
月
末
日
を
限
り
各
駅
陸

運
会
社
の
廃
止
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
は
、
同
時
期
三
菱
汽
船
会
社
育

成
に
よ
り
内
航
及
び
近
海
航
路
か
ら
の
外
国
汽
船
の
駆
遂
に
成
功
す
る
。
そ
れ
は
、

大
久
保
政
権
に
よ
る
殖
産
興
業
政
策
の

一
環
と
し
て
、
後
の
諸
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
基
礎
と
し
て
大
き
な
歴
史
的
役
割
を
担

っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
視
点

よ
り
す
れ
ば
、
陸
運
元
会
社
に
よ
る
継
立
機
構

の
整
備
は
、

一
私
企
業
に
よ
る
事

業
と
い
う
よ
り
、
国
家
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(si)
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